






学会法人化推進キャンペーン講演会

「地質学のルネサンス ー地質学と日本の未来を見据えて」

日時： 3月208（土）13: 00~17: 00 
場所：北とぴあ 第1研修室（東京都北区王寺：JR京浜東北線王寺駅下車徒歩2分）
主催：日本地質学会関東支部・日本地質学会法人化準備委員会募金委員会

地質学が今直面している最大の課題は， いかに社会と関わ
りをもって ， その抱える問題解決に貢献できるか ， いわば実
学としての地質学の復権といっても過言ではないでしょう ．

人口最大密集地である大都会が載っている沖積層研究の新展
開（近々地質学論集主出版予定 ， 関係者に依頼中）， 来たる
べく懸念される地震対策の要ともなる地盤と強震動予測の最
前線（日本工営中央研究所地盤耐裳グル ー プ・大角恒雄氏
「強震動予測解析の現状 ー 地質学は何のパラメ ー タを提供で
きるか？ ー 」）， 国民の利益に直結する大陸棚問題と海洋調査
の現状と近未来（海上保安庁海洋情報部に依頼中）， IT社会
における知的基盤としての地質情報のあり方と将来像（産業
技術総合研究所地質調査情報部・古宇田亮ー氏）等について
産学官の第一線の研究者たちによるビビッドな話題提供は ，

地質学会法人化後の学会活動のありようを考える上で大きく
寄与するだけでなく ， 会員諸氏の今後の活動にも重要な示唆
を与えうるのではないかと思います ． ふるってご参加くださ

Vヽ ．

なお ， 当講浙会は地質学の活性化をはかるために， 地質学
会法人化を椎巡する活動の一環として聞佃いたします． 法人
化に際して不可欠な基金のための募金活動の広報・宜伝もあ
わせて行いますので ， よろしくご協力ください ．

＜講演予定＞
・沖積層研究の新展開（依頼中）
・強震動予測解析の現状ー地質学は何のパラメ ー タを提供で

きるか？ 一

……•••大角恒雄氏・日本工営中央研究所地盤耐裳グル ー プ
・大陸棚延伸調査と海洋地質学……………加藤 幸弘・内閣

官房大陸棚調査対策室参事官補佐
• IT社会における知的基盤としての地質情報のあり方と将来

像…••古宇田亮ー氏・産業技術総合研究所地質調査情報部
ほか

戸硲

千葉大会ニュースNo.2 （：日
末来を担う学校教育

「T-第大会ニュ ー スNo.l」（本誌1月号）にあるとおり20 04年千
葉大会の4つの柱の1つは， “未来を担う学校教育＂ です． 学校教
育委員会では， 従米の定番セッションや夜間小集会に加えて新たな
企画準備をしていますので報告します． 詳細は追って本誌に掲載し
ます． 乞うご期待．

《第1弾》第2回小・中・高校生徒「地学研究発表会」
静岡大会で行われた第1恒l「高校地学系クラプ発表会」を発展さ

せ ， 今度はメイン会場で小・中・高校生徒の「地学研究発表会」 を
行います ． 関連学会， 地元千痰県理科研究会ともよく相談して，

“大人＂ と肩を並べる新しい研究発表会を企圃する予定です．

《第2弾》シンポジウム「地学の普及と地学教育一進む
小・中・高等学校・大学の実践活動ー」

従来の定番セッションでの発表だけでなく，じっくり議論し，経
験を交流するために標記の課題でのシンポジウム開佃を申請しま
す．

日本地質学会第111 年学術大会

開催期間： 2004年 9 月 18日～20日

場所：千葉大学・千葉県立中央博物館

《第3弾》第3回教師地質巡検
一昨年の新潟大会以来ほほ定着してきた「教師地質巡検（教師向

け普及巡検）」 は ， 9月12日（日）に予定しています． 地元の「千
策県地学会 」との共1靴で実施するH処もたち， コ ー ス等を検討中で
す． 皆さんのご期待に添える形で実施できることと思いますので，
ふるってご参加ください．

《第4弾》新企画：教師実験見学会
9月19EI（日）， 筑波大学池田 宏先生のご厚意で「地形形成の

水槽実験」を見学させて頂き ， 実験を通じて地学現象を理陪したい
と思います． 学校教育の現場にきっと役立ちます．

（文責 学校教脊委員会／阿部［計広）
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｀国国［口］
玄地質災害委員会

昨年12月13日の地質災害委員会で， 地質学会としての取り組み方について ， 応用地質部会の意見を上野さんがまとめて下さいましたので，

ニュ ー ス誌上にて会員の皆様にもご紹介させていただきます ．

地質災害委員会資料

（応用地質部会：2003.12.13)

地質災害委員会に関して応用地質部会では個人意見(8名）を集

約しました．重複する意見がありますので整理すると以下の通りで，

地元への貢献， 資金問題 ， 調査団組織などの面から考えて， 地質学

会が行う災害調査については慎重な意見が大半になっています．

1. 基本姿勢

・災害調査を通じて具体的な提案を自治体 ， 住民に提供し， 被害の

軽減に結びつけること（地質学会の社会的貢献）は望ましいことで

ある ．

•他の学会 ， 研究機関などとの視点の違いや貢献の違いが明確でな

ければならない．

・地質学会として単独で災害調査を行うのか ， 何らかの形で他学会

と連携するのが良いのか ， どちらが将来の減災・防災に必要でより

有効な社会貢献をはたすかの議論が必要．

•関係学会を横断紺織化するNPO組織の立ち上げも視野に人れて

はどうか ．

2. 資金問題

・資金の比較的潤沢な土木学会などでも大変な状況で調査費用の

100％の支給は期待できない ． 応用地質学会 ， 地すべり学会なども

支給されない場合が多い． とはいえ ， 個人のポランティア的な調査

結果を学会のものとして吸い上げるには ， ある程度の予算の計上が

必要である ．

・旅費等を安易に支給すると財政の破綻を来す ． 法人化しても地質

学会では調査費用の支給は無理ではないか ．

3. 調査結果の周知と地元への貢献

・行政も含め一般の方々には ， 地質学会だろうが ， 地盤工学会だろ

うが大きな違いは認識していない ． 災害の度に似たような名前の学

会の専門家がたくさん来て， なんか調査していった， 程度の認識で

迷惑に感じている例が多い． 地元にとって役に立つ解答がないと歓

迎されない存在になる．

・災害調査報告は地元で行うから有効である． 宮城県で発生した今

年5月 ， 7月の地震では ， 工学系学会（建架 ， t木 ， 地盤）は合同

調低地元での合同速報会 ， 報告会を開き ， 報道もあり一般に周知

された．

一方 ， 地質学会の調査実績や活動は被災地元では知られて

いない． 全国大会（静岡）での緊急報告会程度では有効な発信とは

言えない．

（委貝長 玉生志郎）

•上記の工学系学会の調査報告で， 速報会段階で土木工学関係者の

地質構造認識に素人的誤解があった． それに疑問を投じた地質技術

者が後から執箪メンバ ーに入り ， 地質・地質構造の解説や現地調査

の結果に反映した． こうした「手戻り」は最初から連挑していれば

生じなかったものと思われる ．

4. 調査団組織

・多くの学会 ， グルー プが緊急調査を重複して実施することで無用

の混乱や無駄が生じる．

（速報段階で不確かな情報 ， さまざまな誰論の発表による自治体や

住民側の混乱）

（応川地質部会のメンバ ー は他学会等の緊急調査メンバ ー になるこ

とが多い）

ex ．水俣災害調査時に現地で遭遇した調査グル ー プ（ 1 人 2 ~ 3 

役？）

地盤工学会・土木学会合同調査団

地すべり学会・砂防学会・京大防災研合同調査団

応用地質学会九州支部調査団

四国地域大学合同調査団

土木研究所調査団

・当部会のメンバ ー は軸足を他学会や他機関に置いている． 地質学

会にどう引き止めて有効な発信ができるか ， 工夫が必要と思われ

る．

・メンバ ー の決定に際し ， 円滑にいかない場合がある（強力な指示

系統の整備が必要）．

5. 初動調査の問題

・災害復旧に当たる諸機関との事前調整の問題（名の知れた土木学

会などは有利 ， 混乱の中でまともな相手はしてもらえない場合が

大半）
．犠牲者や捜索作業に対する配慮の問題 ． 被害状況が修復されない

時点での調査が望ましいが ， 犠牲者がいる場合は立ち入り困難で

ある． 一部の人が調査を強行して非難され ， その後の調査が更に

困難になったこともある ． 水俣災害では犠牲者の捜索が終了する

のを待って調査が行われた．

6. 安全対策

・労働災害補償が受けられない恐れあり ．

．腕章・ヘルメット・身分証明書などの整備

7. その他

・マニュアルの出版は必要ないのではないか．

・調査対象として津波堆積物を取りあげて欲しい．

（文責： ＿t野将司）

訃 報

本会の次の方々が逝去されました． 謹んで哀悼の意を表します．

名誉会員 新井房夫( 2 月11日）
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正会員 中原竜二(2003年6月28日）

小野寺透(2003年9月21日）

高畠 彰（2003年12月7日）
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